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調理手順の類似性に基づく料理レシピの曖昧な表現の補完
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あらまし 本研究は，料理レシピにおける曖昧な表現を補完することで，料理に関する知識の少ないユーザに対して

レシピの理解を支援することを目指す．現在，ユーザ投稿型レシピサイトには多種多様な料理レシピが投稿されてお

り，ユーザは様々なレシピを手軽に閲覧することができる．しかし，投稿されるレシピには，手順の省略によって曖

昧な表現が存在する．このような表現は料理に関する知識の少ないユーザにとって理解が困難である．この問題を解

決するためには，曖昧な表現に対して情報を補完し，ユーザの知識レベルに応じた情報を提示する必要がある．本稿

では，料理レシピの調理手順に着目し，同一の料理のレシピ群から類似度の高い調理手順の抽出を行うことで，曖昧

な表現を補完する手法を提案する．
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Abstract The purpose of this study is to support understanding of cooking recipes for users with lack of knowledge
by complementing ambiguous expressions on the recipes. Currently, various recipes are posted on website by users
and easy to browse. However, the submitted recipes are omitted and hard to understand for those kind of users
due to ambiguous of procedure. As a first step to support, it is important to present supplemented information
according to the user’s level of knowledge. This paper proposes a method to complement ambiguous expression of
cooking procedure on recipes by extracting high similar procedures from the same recipe group.
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1. は じ め に

インターネットやスマートフォンの普及により，cookpad（注1）

や楽天レシピ（注2）などのユーザ投稿型レシピサイトが利用可能

である．このようなサイトはレシピの閲覧だけでなく，ユーザ

自身が作成した料理レシピを投稿することができる．

しかし，ユーザ投稿型レシピサイトに独自の料理レシピを投

稿するユーザは，自らの料理知識や技術レベルを基準に料理レ

シピを投稿するため，調理手順などを詳細に記述しない場合が

ある．例えば，料理レシピには調理動作の省略や表記ゆれ，オ

ノマトペを使った抽象的な表現などが存在する．具体的には，

（注1）：クックパッド株式会社：cookpadhttps://cookpad.com/

（注2）：楽天レシピ：https://recipe.rakuten.co.jp/

表 1で示した実線部分はどちらの文章も「切る」という意味の
言葉を使用しているが，レシピ１（注3）では切り方の指定がなく，

レシピ２（注4）では切り方の指定がある．このような曖昧な表現

によって，料理に関する知識の少ないユーザは記述されている

調理工程を遂行することが困難になる．

この問題を解決するには，料理知識に応じた情報を提示し曖

昧な表現を補完する必要がある．本研究では料理レシピの曖昧

な表現を補完するため，料理レシピの構成要素を関連付けた

データベースを構築することを目標とする．データベースを構

築するためには，料理レシピの構成要素間の関係性を抽出する

必要がある．そこで，本稿では，食材と調理動作間の共起関係

（注3）：レシピ１：https://cookpad.com/recipe/5561470

（注4）：レシピ２：https://cookpad.com/recipe/5538573
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表 1 料理レシピごとの調理手順の細かさと食材の違い（クックパッド

株式会社: cookpad より引用）

レシピ 調理手順

1 玉ねぎ，人参，ピーマンをみじん切りにします．

2 玉ねぎを切って色が変わるまで軽く炒める．

を分析した．

2. 関 連 研 究

2. 1 料理レシピの構成要素を扱う研究

料理レシピの構成要素を扱う研究では，料理レシピのオント

ロジーや構成要素のデータフレームを構築し，構成要素間の関

係から料理レシピの省略された部分の補完などを試みている．

Nanbaらは，料理レシピテキストと特許データベースを情報
源とし，統計的言語処理技術を用いることによって，料理オン

トロジーの構築を試みた [2]．オントロジー構築では，辞書の構
築やカテゴリ設定など 5つの段階で行っている．収集した関連
語を人手で選出することで同義語辞書を構築し，同義語 5,023
語を獲得した．料理オントロジーの同義語辞書を用いることで，

言語処理精度の改善の可能性についても示している．

赤澤らは，冷蔵庫にある食材を利用した料理レシピをランキ

ング形式で推薦する手法を提案し，システムの実装を行った [4]．
ユーザが効率よく冷蔵庫にある食材だけで作ることができる料

理レシピを検索できるように，冷蔵庫の食材と料理レシピの食

材に注目している．ランキングの決定には，食材の充足率，レ

シピの特異度が高い，低いといった尺度を用いている．

志土地らは，料理レシピにおける代替可能な食材を推薦する

方法を提案した [6]．この研究では，料理レシピ中で適用される
調理手順が類似している食材を，代替して使用できる素材と考

えている．そのために，各調理動作とその素材を対応づけ，素

材ごとに各料理レシピ内で適用される料理動作を列挙すること

で，素材に対する調理手順を抽出している．そして，同一カテ

ゴリ内の料理レシピ群における特徴的な調理手順の類似度を算

出することにより代替可能な食材を推薦している．

2. 2 料理レシピのフローを扱う研究

料理レシピのフローを扱う研究では，調理手順をフローグラ

フやマークアップ言語などを用いて表現し，システムで料理レ

シピにおける調理手順の省略や調理手順の関係性を扱えるよう

にすること（以下，構造化と記す）を試みている．

Mori らは，料理レシピを用いて手順を示したフローグラフ
から手順を示す文を自動生成する手法を提案した [1]．この研究
の目的は，学習コーパスからテンプレートを作成し，フローグ

ラフを入力とすることで統計的な文生成を行うことである．料

理レシピ中の固有表現である「食材」や「道具」に対してタグ

付けを行い，抽出した単語を接点として扱うことで，図 1のよ
うなフローグラフを作成した．

浜田らは，料理レシピの構造解析とそのフローグラフの自動

生成を行った [9]．構造解析では，料理レシピに記述されている
名詞と動詞から辞書の構築を行った．辞書の構築後に名詞と動

図 1 料理レシピにおけるフローグラフの例（文献 [1] より引用）

詞の関係をグループ化し，それらを調理手順の順番につなげ，

フローグラフ化することにより料理レシピの構造化を行って

いる．

吉川らは，料理レシピをデータフロープログラミング言語を

用いることで料理レシピの構造化を行った [7]．料理の材料や料
理工程の流れを視覚的に判断しながら構造化されたレシピをプ

ログラミングに対応させることを目標に，料理の全てのデータ

や関数をオブジェクトとして表現し，オブジェクト同士を線で

つなぐことで有向グラフとしてプログラムを作成できるように

した．

2. 3 本研究の位置づけ

2.1節の料理レシピの構成要素を扱う研究では，構成要素の
調査やその関係性に着目することで料理レシピ中の省略された

部分の補完などを行っている．これらの先行研究を参考にデー

タベースの構築を行い，料理動作と食材の共起関係を調査する．

また，2.2節の料理レシピの構造を扱っている先行研究にお
いては，料理レシピを構造化することによって調理手順の把握

や支援がされている．しかし，調理手順が複雑な構造である場

合，フローグラフでは対応できない点や，提案されている構造

化の手法に置いて料理の構成要素同士の関係の全てを網羅する

ことはできない点から不完全である．そのため，料理調理動作

における曖昧性を解消することはできていない．

以上の研究に対し，本研究では曖昧性を補完するため，料理

レシピの構成要素間の関係を網羅したデータベースを構築する

ことを目標とする．

3. 料理レシピを構成する要素

料理レシピは基本的にテキストと写真で構成されている．料

理レシピの中にはタイトル，料理の説明，材料，料理の写真，

手順を主に記載している（図 2 参照）．料理レシピの中には動
画を用いたものも存在するが，本研究では料理レシピの調理手

順における内容を対象とするため，本研究で扱う料理レシピは

テキストと写真，もしくはテキストのみで構成されているもの

とする．さらに，調理工程におけるユーザの困難を取り除くこ

とを目的とすることから調理手順を扱う．調理手順とは料理を
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図 2 料理レシピの構成（クックパッド株式会社：cookpadより図引用）

図 3 料理レシピの手順（テキストのみ）（クックパッド株式会社：

cookpad より図引用）

作るために何をしなければならないかを示している．基本的に

調理手順は複数の工程に分かれており，料理レシピの投稿者が

工程のまとまりごとに順番に番号をつけて調理手順として記載

する．料理の調理手順の表し方は二通りある．（1）テキストの
みで記載されている場合（図 3 参照），（2）テキストと写真で
記載されている場合，である（図 4 参照）．調理手順の表し方
は料理レシピを投稿するユーザが決定するため，書き方が様々

になる．

4. 調理動作に関するアンケート

4. 1 アンケートの概要

料理レシピに対するユーザの理解度に影響を及ぼす原因を明

らかにするため，アンケート調査を行った．アンケートの対象

者はは大学生 10名（男性７名，女性３名）とした．事前アン
ケートの質問項目を以下に記す．今回の調査では，料理レシピ

への理解度が高い状態を「作業工程を容易に想像できること」

図 4 料理レシピ手順（テキストと写真）（クックパッド株式会社：

cookpad より図引用）

及び「調理手順の内容が整理して記述されていると感じること」

と定義した．調査では，まず料理経験に関するアンケート（以

降，事前アンケート）に回答してもらった．次に，同じ料理の

レシピを５パターン読んでもらい，それぞれの料理レシピの理

解度に関するアンケート（以降，本アンケート）に回答しても

らった．さらに，理解度が低い箇所には，自由記述式でその理

由を記載してもらった．事前アンケートの内容を以下に記す．

1). 料理頻度
2). 何を参考にするか（レシピ，本など）
3). 具体的な料理経験
4). 料理レシピを見て理解困難と感じた体験
本アンケートでは５パターンの料理レシピを読んでもらい２

項目の質問に答えてもらった．料理レシピは一般的に知られて

いて，調理動作が比較的単純な「オムライス」を採用した．質

問は，調理動作「切る」，「炒める」に該当する，全ての記述に

対して回答してもらった．質問の内容を以下に記す．

1). 調理工程を容易に想像できるか
2). 料理レシピとして内容や記述法が整理されているか
これらの項目に対し，１．理解度が低い，５．理解度が高い

とし５段階評価で回答してもらった．さらに，５段階中１，２

を選んだ実験参加者には，選んだ理由と料理レシピ中の低評価

の原因となった箇所を記述してもらった．

4. 2 アンケートの結果

事前アンケートで得られた参加者の料理頻度を表 2に，ユー
ザが料理レシピを読んだ際の理解度を計測するためのアンケー

トで得られた調理手順の評価を表 3に示す．
• 調理動作「切る」について

表 3より，質問「作業工程を容易に想像できたか」「内容，記
述用法が整理されていたか」の評価がいずれも高い．よって，

オムライスの料理レシピにおいて調理動作「切る」の理解度が

高いことがわかる．原因は提示したレシピのほとんどが「みじ

ん切り」をするというように，切り方が具体的であったことで

ある．「作業工程を容易に想像できたか」について評価が低い

回答例は「玉ねぎを切って」という文章に対して「切り方が指

定されておらず，切る大きさがわからない」であった．「 内容，
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表 2 事前アンケート対象者の料理頻度

参加者 料理頻度

A 普段はしない

B 普段はしない

C 週に一回程度

D 週に一回程度

E 2 日に一回程度
F 月に一回程度

G 週に一回程度

H 毎日

I 普段はしない

J 週に一回程度

表 3 調理動作の理解度に関する５段階評価の平均値

調理動作 質問 評価

作業工程を容易に想像できたか 4.22
切る 内容，記述方法が整理されていたか 4.30

作業工程を容易に想像できたか 3.70
炒める 内容，記述方法が整理されていたか 3.38

記述方法が整理されていたか」について評価が低い回答例は料

理レシピ上の調理動作「切る」と「きざむ」に対して，「切り方

の表記が混合して用いられているため，整理された文章とは言

えない」という回答が得られた．

• 調理動作「炒める」について

表 3より，調理動作「切る」に比べていずれの質問も評価が
低いことがわかる．調理動作「炒める」は「切る」に比べ，食

材・調味料を追加，火加減や終了するタイミングなどの構成要

素が関係する．よって，調理工程を完全に読み取ることは困難

である．「作業工程を容易に想像できたか」について評価が低

い回答例は「加えて炒める」という文章に対して「動作を終了

するときの判断基準がわからない」であった．「内容，記述方法

が整理されていたか」について評価が低い回答例は「具材を加

えて炒めます．ご飯を炒め」という箇所に対して「ご飯を炒め

るタイミングがわからない」や「ご飯を入れる前にどの程度炒

めればよいのかわからない」であった．

5. デザイン指針

本アンケート調査の結果，一般的に知られている料理のレシ

ピにもユーザが理解しにくいと感じる箇所があることがわかっ

た．原因は調理手順に食材や火加減，また調理動作の終了時間

などの条件の省略である．本研究では，このような記述の省略

をユーザの料理レシピの理解を妨げる，曖昧な表現と定義する．

料理に関する知識の少ないユーザは食材が曖昧に表現されて

いる事によって，料理をする上で様々な問題に直面する．材料

が曖昧に表現されることで，食材や調味料の量が適切に理解で

きず，味の濃薄による料理の失敗が起こる可能性などがある．

また，調理手順が曖昧に表現されている場合，調理動作や使用

する調理器具などが正確に把握できないため，調理工程を遂行

することが困難である．本研究では，これらの料理レシピの曖

昧な表現の内，調理工程を遂行する上でより影響を及ぼす調理

タグ 意味 備考

F 食材 代名詞・中間・最終生成

物を含む

T 道具 調理動作や器など（代名

詞を含む）

D 継続時間 概数表現を含む

Q 分量 概数表現を含む

Ac 調理者の動作 語幹のみ

Af 食材の動作 語幹のみ

Sf 食材の状態

St 道具の状態 温度設定など

表 4 レシピ用語とタグ一覧

ラベル 意味 概説

Agent 主語 (ガ格) 主に「が」や「は」で表

される動作と主語の関係

Targ 対象 (ヲ格) 主に「を」で表される動

作と対象の関係

Dest 方向 (二格) 主に「に」で表される動

作と方向や場所の関係

T-comp 道具デ 主に「で」で表される動

作とその手段の関係

F-comp 食材デ 主に「で」で表される動

作とその手段の関係

F-eq 同一の食材 既出の食材とそれに対す

る参照表現

F-part-of 食材の一部 既出の食材とその一部に

対する参照表現

F-set 食材の集合 既出の複数種の食材とそ

の全体に対する参照表現

T-eq 同一の道具 既出の道具とその一部に

対する参照表現

T-part-of 道具の一部 既出の道具とその

A-eq 同一の動作 既出の動作とそれに対す

る参照表現

V-tm 動作のタイミング 別の動作を行う条件やタ

イミングを示す句の動詞

other-mod その他の修飾語句

表 5 辺のラベルの一覧

手順を扱う．

調理手順の曖昧な表現には様々な種類が存在する．「玉ねぎ」

と「オニオン」のような食材の表記ゆれや調理器具，調理動作

の省略などがある．そこで，調理する際に必要となる知識であ

る食材，調理器具，調理動作などの構成要素がユーザの料理に

関する知識のレベルに合わせて提示できれば，料理レシピを読

んで調理が困難になることはなくなる．そのため，料理レシピ

構成要素の調理動作と食材との共起関係を抽出し分析する．

6. フローグラフコーパス

本章ではの共起関係分析で扱うフローグラフコーパスの詳細

について述べる．
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6. 1 定 義

フローグラフコーパス（FG corpus）では 3.章で述べたレシ
ピを構成する要素の内，手順の意味内容の表現形式で，

• 頂点

食材や調理動作といったレシピ特有の表現

• 辺

レシピ用語間の関係

この 2 つの要素からなる根つき無閉路有向グラフで表される
（図 1 参照）．無閉路有向グラフの根 (図 3では「焼/Ac」) が，
最終的に生成される料理に対応する．

6. 2 レシピ用語とタグ

フローグラフの頂点は，食材や動作を表す単語列 とタグの組

である（表 4 参照）．食材や道具といった名詞句だけではなく，
調理者の動作のような用語もレシピ用語として扱っている．さ

らに，同一性の簡単な判定のために，活用語は語幹のみをレシ

ピ用語としている．

6. 3 レシピ用語間の関係

フローグラフの辺は，用語間に関係があることを表す．有向

グラフで示され，関係は大きく４つある（表 5 参照）．
• 述語項関係

調理手順の内容は主に「食材」と「動作」の関係であるた

め，これらの述語項関係は最も重要である．Agent, Targ, Dest,
T-comp, F-compが該当する．

• 2つの食材や道具の参照関係
既に出現している食材や，食材を加工した物体を指すレシピ

用語を関連付ける．F-eq, F-part-of, F-set, T-eq, T-part-ofが
該当する．

• 2つの動作の関係
実際には一度しか行われない動作を繰り返して記述している

部分や，動作のタイミングを関連付ける．A-eq, V-tmが該当
する．

• その他

その他の修飾関係を Other-modとしている．
辺は同一文内の頂点の間だけではなく，異なる文の頂点の間

に対しても付与される．したがって，調理手順全体の構造を表

現することが可能になる．例えば，各食材からの辺を辿ること

で，その食材がどういった手順で処理されていくのかがわかる．

7. 曖昧性解消へ向けた取り組み

7. 1 調理手順ごとの類似度算出

調理手順における曖昧な表現には，様々な種類があり，調理

手順ごとにその理解度や記述内容の粒度は異なる．理解度が低

い調理手順に対して，構成要素が詳細に書かれている調理手順

を推薦することで，ユーザは理解困難な箇所を調べることなく

調理工程を遂行することが可能になる．よって類似度の高い調

理手順を算出し，調理手順ごとの記述方法の違いを調査する．

7. 1. 1 分 析 対 象

料理レシピサイト cookpadより投稿された料理レシピの内，
「オムライス」のレシピを選択した．分析にはMoriらが作成し
たフローグラフコーパスのうち，読み込み可能であった 3,470

件の jsonファイルを用いる．
7. 1. 2 分 析 方 法

オムライスの料理レシピ 3,470件から調理手順を抽出し，そ
の手順を一文ごとに分けた．さらに，MeCabを用いて形態素
に分解した．その際，「あれ」や「いつ」などの料理レシピの調

理手順の理解度に影響のないものが含まれることを防ぐため，

Slothlib [8] に設定されている名詞群をストップワードに設定
した．

次に形態素に分解した単語の中から名詞と動詞のみを取得し，

TF-IDF法を用いて単語ごとの重要度を算出した．TF-IDF法
は，文章処理におけるキーワードの重み付け手法として広く利

用されている [5]．ある文章中の単語の出現頻度 TF 値と，単
語の文章中における頻度の偏りを表す IDF 値の積で計算され
る [3]．単語 i に対する TF 値は下式（1）により計算される．
nw,s は調理手順 sにおける単語 w の出現頻度を表し，X は調

理手順 sに出現する単語の総出現数を表す．

T Fw,s = nw,s

X
(1)

単語 wに対する IDF値は下式（2）により計算される．対象
となる調理手順 sの総手順数をN とし，dfw は単語 sを含む文

書数を表す．

IDFw = loge

N

dfw
+ 1 (2)

式（1），（2）から単語 wに対する TF-IDF値は下式（3）に
より計算できる．

T F IDF = T Fw,s × IDFi (3)

さらに，TF-IDF法によって計算された各語の重みをもとに
類似度を算出するため，コサイン類似度を扱う．コサイン類似

度とは，ベクトルの類似性を示す指標の一つである．コサイン

類似度の計算式は，文章 A,Bの TF-IDF値ベクトル vA, vB を

用いると式（4）で表現できる．

cos(vA, vB) = vA・vB =
∑

i
wiAwiB

|vA||vB | (4)

7. 1. 3 分 析 結 果

類似度を算出した結果，様々な調理手順のペアが現れた．そ

の内，多く現れた３つの例を紹介する．

• 調理手順の内容と記述方法が一致する場合

「玉ねぎはみじん切りに」，「玉ねぎはみじん切りにします」

のペアを例に挙げると，食材と調理動作の内容が一致している．

• 調理手順の内容が一致しない場合

「ここで火を切ります」，「材料を切ります」のペアを例に挙

げると，「切ります」という調理動作の部分が一致しコサイン

類似度が高くなっているが，調理動作の意味と内容が異なって

いる．

• 調理手順の内容が一致し，記述方法が異なるもの

「ベーコンは１センチ幅くらいに切る」，「ベーコンは 5 ミ
リ～1センチ幅の短冊切り」のペアを例に挙げると，ベーコン
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を切るという調理手順の内容は同じだが，前者では切り方は指

定されておらず，一方で後者は切り方が指定されている．この

ようなパターンは料理初心者が調理手順によって理解度に差が

生じると考えられる．

7. 2 使用するデータの検討

調理動作「切る」を補完するために，切り方として適切に表

現されている別のレシピの情報を用いる．そこで，食材と調理

動作の共起関係を分析する．しかし，共起したすべてのデータ

を使用すると出現頻度の少ないデータが含まれる可能性がある．

そのため，食材の出現頻度を分析することで，共起関係を分析

する際にどのようなデータが有用であるかの検証を行った．

7. 2. 1 分 析 対 象

料理レシピサイト cookpadより投稿された料理レシピの内，
「オムライス」のレシピの中からランダムに 1000件を選択した．
分析にはMoriらが作成したフローグラフコーパスの内，読み
込み可能であった 713件の jsonファイルを用いる．

7. 2. 2 分 析 方 法

読み込み可能であった 713 件の json ファイルの「食材/F」
をすべて読み込み食材リストを作成した．さらに，その食材

リストをトークンとし NLTK（Natural Language Tool Kit）
ver.3.4を用いて出現頻度分布グラフ（図 9 参照）を作成し，出
現頻度が 1回のみのデータを除いた食材リストを作成した．

7. 2. 3 分 析 結 果

オムライスの料理レシピ 713件から，食材のリストを作成し
た結果，単語数 12,735個のリストを作成することができた．そ
の食材リストには 1637個の異なり語が存在することがわかっ
た．食材の頻出度分布のグラフからは，オムライスを作る上で

一般的な食材は頻出度が高くなっていることがわかった．さら

に，出現頻度が 1回の食材のリストには，「手のひら」や「ラグ
ビーボール」など，食材ではないものも含まれていた．このよ

うに，作成した食材リストの中には，食材の表記ゆれや料理レ

シピ独自の表現（図形など）などが含まれている．そのため，

食材と調理動作の共起関係の分析には頻出度の高い食材を使用

するべきである．

7. 3 食材と調理動作の共起関係分析

類似度の高い調理手順の「調理内容が一致し，記述が異なる

もの」は記述方法によって，調理手順の具体性に違いがあった．

ユーザにとって必要な情報である構成要素がより詳細に書かれ

ている場合，ユーザは調理手順の理解が容易となる．よって，

調理動作に関連づいている構成要素が多く，記述が具体的であ

れば，調理工程をより理解しやすいと考えられる．よって，調

理手順において食材と調理動作の共起関係を分析する．

7. 3. 1 分 析 対 象

料理レシピサイト cookpadより投稿された料理レシピの内，
「オムライス」のレシピの中からランダムに 1000件を選択した．
分析にはMoriらが作成したフローグラフコーパスの内，読み
込み可能であった 713件の jsonファイルを用いる．

7. 3. 2 分 析 方 法

オムライスの料理レシピ 713件から手順を抽出し，前処理とし
て頻出度の多い食材の中でも，表記ゆれがある食材を word2vec

食材 回数

たまねぎ 177
にんじん 57
鶏肉 33
ピーマン 29
1 27
野菜 19
にんにく 19
バター 16
ベーコン 15
材料 12

表 6 オムライスの食材と調理動作「みじん切り」の共起頻度

　

を使って算出した類似度を参考に手作業で表記を統一した．例

えば，「玉葱」や「玉ねぎ」は「たまねぎ」に統一している．次

にオムライスにより使用されている切り方の頻出度を分析した．

その結果，「みじん切り」の頻出度が高かったため，共起関係の

分析には 7. 2節で分析した頻出度が高い食材と調理動作を使用
し，組み合わせを算出した．さらに，切り方が省略されている

食材を明らかにするため，調理動作「切る」と食材との共起関

係も分析した．

7. 3. 3 分 析 結 果

調理動作「みじん切り」と共起している食材の頻出度の上位

10個を表 6に記す．調理動作「みじん切り」と食材の共起した
回数は 867回であった．表において「たまねぎ」，「にんじん」，
「鶏肉」などの食材が調理動作と多く共起していることがわか

る．「たまねぎ」，「にんじん」はオムライスに含まれるチキン

ライスを作る際，一般的にみじん切りされるため，分析結果が

妥当であることがわかる．しかし，みじん切りすべきではない

食材である「鶏肉」においても，すべてのオムライスのレシピ

における出現頻度が高いため，みじん切りとの共起頻度が多く

なっている．このような，ただ頻出度が高いの食材の処理につ

いても今後は考慮しなければならない．

8. 終 わ り に

本研究では料理レシピの曖昧な表現を解消するため，料理レ

シピ構成要素のデータベースを構築することを目標とし，その

端緒として，アンケート結果から料理レシピに対する料理者の

理解度を評価し，本研究で扱う曖昧な表現の定義を行った．ま

た，料理レシピ構成要素の調理動作と食材との共起関係を分析

した．その結果，曖昧性を補完するための課題が明らかになっ

た．今後の方針として，抽出した構成要素の関係性を元にレシ

ピ上の曖昧な表現に対して情報提示することで調理動作を補完

することを目標とする．
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